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要　旨
　本研究の目的は，看護学部が主幹となって行った終末期ケアに関する教養教育科目（以下，本科目）
を受講した学生の学びの具体的内容を明らかにし，大学の教養教育課程における死生観教育のあり
方を検討することである．研究参加に同意した52名(男11名，女41名，学部別の人数は法経学部9・看
護学部9・医学部8・薬学部7・教育学部6・園芸学部4・理学部3・工学部3・文学部2)の課題レポート
を分析素材とし，本科目を受講した学生の学びの具体的内容を質的帰納的に分析した．
　分析の結果，本科目を受講した学生の学びは，【対峙することを避けていた死を考える意義】，【自
己を取り巻く人々との関わりの価値】，【終末期にある人々へのケアと関わりの重要性】，【終末期にあ
る人々を取り巻く医療環境の現実と課題】の4つに集約された．以上の結果から，学生は，死につい
て考える意義や終末期にある人々との関わりについての理解を深めると共に，死に関する考え方に
直面することにより，現在の生活を振り返ったり，今後の生き方や周囲の人々との関係について新た
な認識を持つと考えられた．本科目は，医療系学部以外の学生には，緩和ケアに関する正しい知識の
普及と終末期にある人々への理解の深まりという意義があり，医療系学部の学生には，今後医療者と
なる自身の役割や今後の課題を明確にするという意義があると考える．学生の多くは，専門教育を
受けていなかったが，本科目の講義内容を，自分自身の生活や所属学部の専門性に引き寄せて学ぶこ
とができていたことから，教養教育科目としてふさわしい科目であると考える．また本科目は，人の
誕生前から死後のケアまで「いのち」の全てに関わる看護学部が主幹であったことから，幅広い視点
での講義が提供でき，学生の学びにつながったと考える．
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Ⅰ．は じ め に
　核家族化が進んだ現代では，青年期にある学士
課程学生（以下，学生）のうち，身近で大切な人々
いわゆる「２人称の死」を実体験している学生が
激減している．一方で，ニュースで放映される死
やゲームにおける死という自分とは関係の薄い
「３人称の死」は，多くの学生が体験していると考
えられる．このような現代社会において，我が国
の死生観教育は，「生」の側面からのアプローチは
歓迎されているが，「死」の側面からのアプローチ
は敬遠されているという現状がある１）．これらの
現状に対して，「デス・エデュケーション」「生と
死の教育」「いのち教育」の必要性が提唱され実践
されつつある２）３）４）．
　青年期は，自己のアイデンティティを確立し，
親の価値観を再評価する過程において，避けられ
ない死をどう受け止めるかについて考える時期５）
であり，青年期において死を直接的に主題として
扱うことは，人生そのものを考える機会となり，
その後の人生に対する基盤を形成することにもな
る６）ため，青年期に死生観に関する教育を行うこ
とは重要である．しかし，大学における「死生観
教育」の一環である終末期ケアに関する学習内容
は，医療系の学部の専門科目の中に位置づけられ
ることが多く，教養教育として位置づけられるこ
とは少なかった．今回，終末期ケアに関する理解
と関心を深めることを目的に，「人の尊厳とは何
かを理解し生きることの意義を実感する」，「終末
期にある人の有り様を深く知る」，「終末期を支え
る医療施設・地域でのケアについて理解する」，
「終末期の患者・家族を支える様々な職種について
理解する」の４つの目標の達成を目指した終末期
Abstract
  The objective of the present study was to determine the specific contents of learning 
among students who attended a lecture about end of life care that we performed as the 
general education course and to investigate approaches for education regarding views of life 
and death in general education courses at Universities in Japan. 
　The specific contents of learning were analyzed in a qualitative, inductive manner based on 
the papers written by 52 students who consented to participate in the present study (11 men 
and 41 women; by faculty, 9 students in the Faculty of Nursing, 9 in the Faculty of Law and 
Economics, 8 in the Faculty of Medicine, 7 in the Faculty of Pharmaceutical Sciences, 6 in 
the Faculty of Education, 4 in the Faculty of Horticulture, 3 in the Faculty of Science, 3 in 
the Faculty of Engineering, and 3 in the Faculty of Letters).
　Based on the results of analysis, the contents learned by students who took this course 
were summarized into the folowing four categories: “the significance of thinking about death, 
a topic one had been avoiding”, “the importance of care for terminal patients and interactions 
with them”, “the reality of the healthcare settings surrounding terminal patients and related 
issues”, and “the values of interactions with the people around oneself”.
　These results indicate that students reflected on their current lives and gained a new 
awareness regarding their future lives as wel as relationships with others by learning about 
ways of thinking about death, as wel as by deepening their understanding of the significance 
of thinking about death as wel as interactions with terminal patients. This course was 
thought to be meaningful for students in non-medical faculties in terms of disseminating the 
correct knowledge regarding paliative care and deepening the understanding of terminal 
patients, and for those in medical faculties in terms of clarifying their future roles and issues 
before they become medical professionals. As many of the students were able to learn the 
contents of this course despite not having received specialized education by relating the 
contents to their own lives and areas of study, this course was considered suitable for 
enhancing the students’ knowledge. In addition, the fact that this course was implemented 
by the Faculty of Nursing, which is involved in care in al stages of “life” from before birth 
to after death, was thought to have enabled the course to be delivered from various 
perspectives and to contribute to the students’ learning.
Key Words：end of life care, paliative care, death education, a university student, the general 
education course
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学入学前に死に関する学習をした経験の有無）で
ある．
３．調査方法
　終末期ケアに関する教養教育科目を受講した学
生の学びの具体的内容は，講義終了後に学生が提
出した課題レポートを記述資料として調査す
る． 課題レポートは，終末期ケアに関する教養
教育科目から学んだこと，自分自身の中で生き
方・ものの見方・死についての考えなどが変化し
たことについて2000字程度で記述する．
　対象者の背景は，フェイスシートを作成して調
査する．フェイスシートは，研究参加の同意書と
一緒に提出するよう研究対象者に依頼する．
４．分析方法
　課題レポートは，以下の手順で質的帰納的分析
を行う．１）課題レポートを精読し，終末期ケアに
関する教養教育科目を受講した学生の学びの具体
的内容に該当する部分を，学生の所属学部を含め
て抜き出す．その際，学びの背景となった学生の
背景や，文脈が不明瞭な部分には課題レポートか
ら当てはまる内容を（　）に入れて補足する．２）抜
き出して補足した文章を，学生の学びの意味内容
を損ねないように一文で表現し，コードとする．
３）コードの意味内容が類似しているものを集め
一文で表現し，サブカテゴリーとする．４）サブカ
テゴリーの意味内容が類似するものを集め一文で
表現し，カテゴリーとする．５）カテゴリーの意味
内容が類似するものを集め一文で表現し，コアカ
テゴリーとする．なお，分析は研究者間で合意す
るまで繰り返して行い，分析結果の信頼性・妥当
性の確保に努める．フェイスシートは，項目ごと
に単純集計を行う．
５．倫理的配慮
　研究対象候補者に対して，第1回の講義終了後
に，講義の単位認定者ではない研究者が，研究目
的・方法，自由意志に基づく研究参加の保証，研
究不参加による成績への影響がないことの保証に
ついて書面および口頭で説明する．説明終了後に，
研究依頼文書，研究協力承諾書，フェイスシート
が入った封筒を渡し，研究参加に同意する場合は，
第2回の講義の際に研究協力承諾書とフェイス
シートを提出するよう依頼する．
Ⅴ．結　　　果
１．対象者の概要
　研究依頼文書を受け取った研究対象候補者287
名のうち，研究参加に同意した者は52名で内訳は，
男性11名（21.0％），女性41名（79.0％）であった．
ケアに関する教養教育科目（以下，本科目）を日
本財団の寄付講義として開講する機会を得た．本
科目は，大学の教養教育として初めて位置づき，
医療系に限らず全学部・全学年の学生を対象とし
た画期的な講義７）であり，哲学・宗教学・NPO活
動・終末期医療に携わる14人の講師が90分の講義
を１回ずつ担当する授業形態で行われた．
　学生の死生観育成に関する先行研究は，看護学
生や医学生を対象に死生観に影響する要因を調査
した研究８）９）10）11）などがあり，死生観に関する講
義を受けた学生は，死への関心が増え抑うつが改
善されたこと12）や終末期医療に関する授業を受け
た医学部の学生は受けていない学生より，死への
不安・恐怖が高まったこと13）などが報告されてい
る．しかし，死生観に関する講義を受けた学生の
学びを質的に明らかにした研究はない．また，終
末期ケアに関する講義を受けた学生の学びを明ら
かにした研究は，看護学生を対象に行われた14）も
のはあるものの，教養教育として終末期ケアに関
する講義を受けた学生の学びを質的に明らかにし
た研究は見当たらない．
Ⅱ．研 究 目 的
　本研究の目的は，終末期ケアに関する教養教育
科目を受講した学生の学びの具体的内容を明らか
にし，大学の教養教育としての死生観教育のあり
方を検討することである．
Ⅲ．用語の定義
　死生観とは，生と死に対する考え方および態度
であり，学びとは，終末期ケアに関する教養教育
科目を受講したことで学生が終末期ケアや生き方，
ものの見方，死について理解したことや新たに認
識した内容及び考えが変化した内容であり，気づ
きや驚きなど感覚的な内容も含む，とする．
Ⅳ．方　　　法
１．研究対象者
　対象者は，終末期ケアに関する教養教育科目を
受講した学生のうち，研究参加の同意が得られた
者である．
２．調査内容
　調査内容は，終末期ケアに関する教養教育科目
を受講した学生の学びの具体的内容および対象者
の背景（年齢，性別，所属学部，命に関わるよう
な病気や事故の経験の有無，近親者や親友の死の
経験の有無，信仰の有無，ペットの死の経験の有
無，近親者の終末期に立ち会った経験の有無，大
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生は3名（5.6％），身近な人が亡くなった経験があ
る学生は36名（69.2％），ペットが亡くなった経験
がある学生は29名（55.7％），身近な人の終末期に
立ち会った経験がある学生は10名（19.2％），信仰
を持っている学生は5名（9.6％），死に関する学習
経験がある学生は16名（30.7％）であった．
２．終末期ケアに関する教養教育科目を受講した
学士課程学生の学び
　分析の結果，終末期ケアに関する教養教育科目
を受講した学生の学びのコードは268得られ，そ
れらは106のサブカテゴリー，21のカテゴリー，4
のコアカテゴリー【対峙することを避けていた死
を考える意義】，【自己を取り巻く人々との関わり
の価値】，【終末期にある人々へのケアと関わりの
重要性】，【終末期にある人々を取り巻く医療環境
の現実と課題】に集約された．結果を表２に示す．
Ⅵ．考　　　察
１．終末期ケアに関する教養教育科目を受講した
学生の学びと本科目の目標の達成状況
　本研究に参加した学生の69.2％は，身近な人が
亡くなった経験があり，約半数はペットが亡く
なった経験があったが，身近な人の終末期に立ち
会った経験がある学生は19.2％であった．また，
医療系学部（医学部・薬学部・看護学部）に所属
する学生が46.1％と約半数を占めていた．医学部
の学生やペットの死の経験のある学生は，終末期
医療に関する関心が高い15）ことから，本研究に参
加した学生は，身近な人が亡くなった経験はある
が，終末期に立ち会った経験は少なく，終末期ケ
アに関する関心は高いという特徴を持つと考えら
れた．研究に参加した学生の特徴を踏まえ，学生
の学びと本科目の目標の達成状況について考察す
る．以下，コアカテゴリーを【　】，カテゴリーを
≪　≫，サブカテゴリーを＜　＞で示す．
　【対峙することを避けていた死を考える意義】に
含まれる学生の学びは，学生は，死は自分とは無
関係なものではなく自分にもいつか死が訪れるこ
と，自分がどのように死を迎えたいかなど，「１人
称」である「私の死」を考えることを通して，自
分自身の生きる意味を考え，さらに，「2人称」で
ある家族や親しい人の死や，「3人称」である彼・
彼女の死，さらには他者の生きる意味について考
えを深めることができていたことを示していると
考えられる．この結果は，学生は，１人称の立場で
は死を孤独，２人称の立場では死は別れと捉える16）
という先行研究の結果と異なる．また，これらの
学生の学びは，学生が死を様々な角度からみるこ
対象者の概要を表１に示す．
　対象者の学年別内訳は，1年生42名（80.0％），2
年 生2名（4.0％），3年 生2名（4.0％），4年 生4名
（8.0％），その他2名（4.0％）で，学部別内訳は，
看護学部9名（17.3％），法経学部9名（17.3％），医
学部8名（15.3％），薬学部7名（13.5％），教育学部
6名（11.5％），園芸学部4名（8.0％），理学部3名
（5.7％），工学部3名（5.7％），文学部3名（5.7％）で，
対象者の平均年齢は，19.8歳（18歳～61歳）であっ
た．命に関わるような病気や事故の経験がある学
表１．対象者の概要
n＝52
％N項目
80.0421年学年
4.022年
4.023年
8.044年
4.02その他
17.39経済学部学部
17.39看護学部
15.38医学部
13.57薬学部
11.56教育学部
8.04園芸学部
5.73理学部
5.73工学部
5.73文学部
78.84110歳代年齢
19.21020歳代
2.01その他　　
命に関わる病気や事故
5.63有
94.449無
身近な人が亡くなった経験
69.236有
30.816無
ペットが亡くなった経験
55.729有
54.323無
身近な人の終末期に立ち会った経験
19.210有
80.842無
死に関する学習経験
30.716有
69.336無
信仰
9.65有
90.447無
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表２．終末期ケアに関する教養教育科目を受講した学士課程学生の学び
コアカテゴリーカテゴリーサブカテゴリー　　（含まれるコードの所属学部）
対峙することを
避けていた死を
考える意義
人は死んでも周囲の人々の中
で生き続ける
死後も周囲の人との関係の中で生き続けることができる　　（教，看，理）
死んで肉体がなくなっても死後の世界がある　　（薬）
人間らしく死んでゆくことが
幸せである
普通の人間として死んでゆくことが何よりも幸せだ　　（看）
人の温かさを感じながら死んでゆくことが幸せだ　　（法，薬）
死ぬ瞬間までその人らしく生きることができたら素敵だと思う　　（園）
人間には最終的に死を受け入れられる強さがある　　（薬）
今まで考えることを避けてい
た死に対する恐怖感が軽減す
る
死は恐怖や不安でしかないものではなくなった　　（法，薬）
今まで自分に引き寄せて考えることを避けていた、怖かった死について考えることができた　　（教）
死を遠くにあることとして捉え考えないからこそ恐怖感が生まれる　　（薬）
死への過剰な恐怖は悲嘆や不安をあおり人間の成長を阻む　　（法）
死を受け入れることが大切で
ある
死はマイナスのものではなく肯定的に受けとめられるものである　　（法，看）
病に倒れても死までに多くの時間が残されていると考えることができればよい　　（看）
死に悲観的になるのではなく生をみつめるべきである　　（工）
人は死ぬ瞬間まで精神的・人格的に成長を続けることで充実した生を送り安らかな死を迎えることが
できる　　（法）
自分や親しい人の死を受け入れることが大切である　　（法）
死の直前に“悟る”とは、人生を前向きに振り返ることであることがわかった　　（看）
死ぬまでの時間に他の人のぬくもりで自分の人生に意味を見いだせれば死を受け入れられる　　（看）
無理やり命を延ばしても幸せになるわけではない　　（園）
死を人生のゴールとして捉えたい　　（看）
これからは死をより冷静に受けとめ考えたい　　（看）
法的に重要なテーマである安
楽死・尊厳死について考える
周りに迷惑をかけたくないという日本人の精神性によって死にたいという考えが芽生える　　（法）
安楽死は法学的には重大なテーマであるが、緩和ケアが十分になってはじめて安楽死について議論で
きる　　（法）
若いうちから死に向き合える
ように準備しておくことが大
切である
死の教育によって死に向き合う準備をしておくことが必要だ　　（法，理，薬，看）
死ぬまでに死を受け入れる時間が残されることは幸せだ　　（看）
人は死を準備できる存在だ　　（看）
最期の場があり見守る周囲の人がいれば安心して死の準備ができる　　（看）
若いうちから死について考える必要はないと思っていたが、死に対する準備に早すぎることはない　
　（文，教，法）
病気になって初めて死を考えるから不安になる　　（薬）
講義や医療現場を開放することで死の教育が実現できる　　（法，園）
死の教育の不在が生の意味の希薄化につながっている　　（法）
目を背けていた死と向き合う
ことが大切である
目を背けていた死と向き合うことは簡単ではない　　（理）
死を喚き悲しむからこそ死と向き合えるようになる　　（理）
少しずつでも死と向き合えるようになりたい　　（理）
死に対する自分自身の考えを持てるようになりたい　　（薬）
死と生を考えるために目を背けていた死を正面から見つめなければならない　　（理）
日々心の余裕をもって死と向き合いながら過ごしていきたい　　（看）
無縁と思っていた死を考える
ことはよりよい生の実現につ
ながる
若い自分は死と無縁と思っていたが死を考えることは生を考えることにつながる　　（教，法，理，看，
園）
最期に意味ある人生だったと言えるように生きることが大切である　　（法）
死ぬ前の生き方を考えることは大事である　　（園）
死を意識することで毎日を大切に生きることができる　（園）
身近な死から命を学ぶ身近な死から命の尊さを学ぶことが求められる　　（工）身近な死を経験しないことで命を感じられなくなる　　（法）
生と死について学ぶことは大
切である
緩和ケアについて学ぶことは元気な若者にこそ必要なことである　　（法）
人はどのように生きてどのように死を迎えるのかを考える機会になる　　（医，薬，看）
死生観について学ぶことは自分の人生に及ぼす影響を考える機会になる　　（理）
生と死について学ぶことは人が最期まで尊厳と希望を保ち生きるために必要不可欠である　　（法）
元気な若者にとって実感のわきにくい緩和ケアについて学ぶことは自分の生活や人生を見直す機会に
なる　　（法）
人は生と死について積極的に学ぶ意思をもつことが大切である　　（法）
自己を取り巻く
人々との関わり
の価値
人と人とのつながりの在り様
と大切さに気づく
死に逝く人の気持ちや考えを理解することによってそれらの人への接し方を学ぶことができる　　
（法）
終末期患者への接し方は患者のみならずあらゆる人と接するときに必要な要素を含むことに気づく　
　（文，法，医，園）
コミュニケーションでは悟るのではなく言葉にして伝えることが大切である　　（看）
人の痛みがわかる優しさを持つことの重要性に気づく　　（医，看）
コミュニケーションでは言葉が通じなくても気持ちを伝えられる笑顔の大切さを改めて実感する　
（法）
終末期の人が死を受け入れられるかどうかは周りの人の関わりが大きい　　（看）
がんである家族と過ごす時間を大切にしたい　　（法）
家族や親しい友人との重要、和解、信頼という関係の中で命を体験する　　（看）
患者にとって周囲の人との交流が支え（助け）になることを実感する　　（文，法）
人との交流を通して人間や自
己の存在価値を改めて考える
自分の存在は祖先などのいのちの縁によって育まれたことに改めて気づく　　（文）
人間は生にも死にも伴う苦しみを体験し、人と分かち合うことで、生き抜く力がある　　（教）
自分の専攻分野の特徴を改めて考え価値（意味）づける　　（教，看）
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表２．続き
コアカテゴリーカテゴリーサブカテゴリー　　（含まれるコードの所属学部）
終末期にある
人々へのケアと
関わりの重要性
終末期にある人の死に対する
考えを理解することが大切で
ある
死に直面している患者にとっての死の位置づけを理解することが大切だ　　（薬）
死から生を見ることで死に直面している患者の気持ちを理解できる　　（薬）
死に対する個人の考えを尊重したい　　（園）
スピリチュアルケアは大切で
ある
終末期患者にとってスピリチュアルケアは重要であり、患者を孤独にしないことが大切であると思っ
た　　（教，医，看）
スピリチュアルとは人間の心の奥にあり、自分自身を形成するものであることに気付いた　　（文，教，
法）
不安な患者に寄り添い痛みを共有するスピリチュアルケアは医の原点にも通ずる　　（医）
人生への肯定感をもたらすような、いのち・人生を捉え直す手助けがスピリチュアルケアなのだと思
う　　（教）
終末期にある人の身体的・精
神的・霊的苦痛を取り除くこ
とは重要である
患者が最期まで安らかに日常を送るためには、身体の痛みを取り除くことが必要である　　（教，看）
緩和ケアにおいては、身体的な痛みを取り除くだけではなく、精神的なケアに大きな意味がある　　
（法，理，園）
家族やペット、好きな歌などが患者の痛みを和らげ、気持ちによって患者の痛みが大きく変わること
を知った　　（法，医，薬）
終末期の痛みには身体的なものだけではなく精神的・社会的・霊的なものがあり、それを取り除くこ
とが重要である　　（医，看，園）
最期は望む場所でその人らし
く過ごすことが重要である
死期において心の安らぎを得ることは重要である　　（法，薬）
自分の選んだ場所で心が満たされて死を迎えることが理想である　　（教，看）
病気には自分で立ち向かうことが大切である　　（文）
最期は病院ではなく、自宅などの患者の望む場所で過ごすことが大切であり、それを手助けすること
の意義は大きい　　（医，薬，看，工）
患者が最期までその人らしく過ごし、尊厳を保てるようにすることは、余生を充実させることにつな
がり、重要である　　（教，医，薬，看，園）
終末期の患者がその人らしく生きるために希望が必要である　　（文，教，法，看）
終末期にある人との良好な関
係、コミュニケーション、ふ
れあいは大切である
緩和ケアにおいて、患者の心を満たし、患者とのよい関係を築くためにコミュニケーションが重要で
ある　（教，法，医，看，工）
終末期の患者の話を聴くことは、気持ちを分かち合い、患者のことを大切に思っていると伝えること
ができ、大切である　　（教，看，園）
最期を迎えようとしている患者のそばに寄り添うことで、一人ではないという安心感や希望を与える
ことができる　　（法，医，薬）
緩和ケアにおいて、患者を温かく受け入れ、存在を肯定することが大切である　　（法，医，薬，看）
ホスピスケアにおいて、患者を病を持った人と特別視せずに、自分と変わらない一人の普通の人とし
て関わることが重要である　　（理，医，薬，園）
死期におけるユーモアや笑顔は軽薄ではなく大切であることに気づいた　　（法）
人が死ぬときに素晴らしい人生だったと思ってもらえるように接することが大切である　　（園）
命の最期を迎える人を支えていくための心構えが大切である　　（法，工）
終末期にある
人々を取り巻く
医療環境の現実
と課題
望む医療のあり方を改めて意
識する
チーム医療の重要性を認識する　　（医，看）
医療者というより知人という立場から話をすることが大切である（医）　　
医療者は家族のような温かい存在であるべきだ　（医）　
自身の緩和ケアへの関わり方について、理解を新たにする　　（教，法，理，医）
緩和ケアの持つ課題は解決されると信じる　　（教）
緩和ケアにおいて精神的ケアを行う医療者の負担は問い直されるべきである　　（法）
緩和ケアの重要性や実態を多くの人に知ってもらう努力をする必要がある　　（薬）
死について社会全体で考え支える必要がある　（法）
人が最期を迎えたい場所を自由に選択できる社会になってほしい　　（医）
医療者の役割や姿勢について、理解を新たにする　　（教，法，理，医，薬）　　
今後医療者となる自身の役割や今後の課題について、理解を新たにする　　（医，薬，看）
日本人の麻薬鎮痛剤への抵抗
やそのことによるケアの遅れ
に気づく
緩和ケアによる素敵な終焉を迎えた人の例により緩和ケアは浸透し、医療用麻薬に対する偏見も減る
　　（法）
日本人はモルヒネなどの薬を使いたがらない傾向があり、ケアの遅れにつながっている　　（法，薬）
モルヒネはできるだけ使わない方がよいと考えていたが、患者の疼痛を取り除く薬剤だとわかった　
　（法，理）
ホスピス・緩和ケアについて
の理解が深まる
ホスピスにおける患者は我々と変わらない1人の人である　　（医）
苦痛を和らげる、孤独を解消するといった行為で患者を救うことができるということが、緩和ケアの
意義である　　（教）
これまでホスピスについてよく知らなかったが、その意味や重要性を理解できた　　（薬，看，園）
これまでホスピスに対して後ろ向きなイメージを持っていたが、末期の患者さんが最期まで積極的に
生きる場所という印象に変わった　　（看）
在宅ホスピス医は病気の治療だけでなく、心の治療も行わなければならないため、大変だと知った　
（文）
緩和ケアの発展のためには他
職種の協力や医療制度・施設
などの充実を図ることが必要
である
緩和ケアの発展のためには、医療者や地域の人、患者・家族が協力する必要がある　　（教，法，医，
看，園）
患者の望む緩和ケアの提供のためには、医療制度や施設の充実を図ることが必要である　　（医，薬．
看）
文：文学部　教：教育学部　法：法経学部　理：理学部　医：医学部　薬：薬学部　看：看護学部　工：工学部　園：園芸学部
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とができた結果を示していると考えられる．石田
17）は，多様な事例の提示をすることは，死を違う
角度から見るという認知の転換を図ることができ，
死についての思考が深まる，と述べている．本科
目は，哲学・宗教学・NPO活動・終末期医療など，
生と死に関わる領域で活躍している14人の専門家
から講義を受ける形式であったため，学生は，多
様な事例に触れることができたと考えられる．ま
た学生は，死の否定的側面だけでなく，≪無縁と
思っていた死を考えることはよりよい生の実現に
つながる≫といった死の肯定的側面も捉える事が
できていた．このことは，本科目が，アルフォン
ス・デーケン氏の提唱する「死を見つめることは，
生を最後までどう大切に生き抜くか，自分の生き
方を問い直すこと」という「死への準備教育」18）
の役割を十分に果たせていることを示していると
いえる．≪法的に重要なテーマである安楽死・尊
厳死について考える≫には，＜安楽死は法的に重
要なテーマであるが，緩和ケアが十分になっては
じめて安楽死について議論できる＞などの法経学
部の学生のみの学びがあったことから，同じ講義
内容であっても，学生自身の専門性に引きつけて
学んでいたと考える．以上より，学生は，本科目
の目標：人の尊厳とは何かを理解し生きることの
意義を実感する，を達成すると共に，死の肯定的
側面である「死の準備教育」の目標を達成してい
ると考える．
　【自己を取り巻く人々との関わりの価値】に含ま
れる学生の学びは，学生が，人との関わりやコ
ミュニケーションの本質的意味を理解したこと，
現在の自分の周囲の人との関わり方や友人・知人・
家族とのコミュニケーションを見つめなおしたこ
とを示していると考えられる．≪人と人のつなが
りの有り様と大切さに気づく≫では，＜がんであ
る家族と過ごす時間を大切にしたい＞，＜死に逝
く人の気持ちや考えを理解することによってそれ
らの人への接し方を学ぶことができる＞，＜終末
期患者への接し方は患者のみならずあらゆる人と
接する時に必要な要素を含むことに気づく＞など
の学びから，学生は，今まで関わることに戸惑い
を感じていた終末期の患者は，特別な人ではなく
普通の人であることを認識し，関わることへの不
安や戸惑いが軽減したことを示している．また，
医療系学部の学生は，＜終末期の人が死を受け入
れられるかどうかは周りの人の関わりが大きい＞
などのように，将来医療職として終末期の患者に
接することを想定しての学びを得ていると考えら
れた．≪人との交流を通じて人間や自己の存在価
値を改めて考える≫では，＜自分の存在は祖先な
どのいのちの縁によって育まれたことに改めて気
づく＞などの学びからは，本科目が，学生に命の
大切さを再認識させる機会を提供していると考え
る．以上より，学生は，本科目の目標：終末期に
ある人の有り様を深く知る，を達成すると共に，
自分の生き方を見直す，という目標を達成してい
ると考える．
　【終末期にある人々へのケアと関わりの重要性】
に含まれる学生の学びは，学生が，終末期ケアに
関する正しい知識を得たこと，今まで関わった経
験がほとんどなく，関わりに戸惑いを感じていた
終末期にある人々への具体的な関わり方や関わる
ことの意味を理解したことを示していると考えら
れる．≪スピリチュアルケアは大切である≫では，
＜スピリチュアルケアとは人間の心の奥にあり，
自分自身を形成するものであることに気付いた＞，
＜人生への肯定感をもたらすような，いのち・人
生を捉え直す手助けがスピリチュアルケアなのだ
と思う＞などが示すように，学生は，スピリチュ
アルの概念を正しく理解し，その重要性に気付く
という変化をしていた．また，＜死期における
ユーモアや笑顔は軽薄ではなく大切であることに
気づいた＞，＜最期を迎えようとしている患者の
そばに寄り添うことで一人ではないという安心感
や希望を与えることができる＞などが示すように，
学生は，関わりに戸惑いを感じていた終末期にあ
る人々への具体的な関わり方や関わることの意味
を理解したと考えられた．さらに，＜家族やペッ
ト，好きな歌などが患者の痛みを和らげ，気持ち
によって患者の痛みが大きく変わることを知った
＞など，学生は，終末期の患者の痛みは身体的要
素だけが関与しているのではないことを学習して
いた．以上より，学生は，本科目の目標：終末期
を支える医療施設・地域でのケアについて理解す
る，を達成したと考える．
　【終末期にある人々を取り巻く医療環境の現実
と課題】に含まれる学生の学びは，学生が，緩和
ケアやホスピス，麻薬鎮痛剤に対する誤った理解
や考えを改めて正しく理解できたこと，終末期に
ある人々へのケアの現実を理解し，それぞれの立
場からよりよいケアを行うための課題を明確にし
たことを示していると考えられる．≪望む医療の
あり方を改めて意識する≫では，＜チーム医療の
重要性を認識する＞，＜医療者は家族のような温
かい存在であるべきだ＞，＜医療者の役割や姿勢
について理解を新たにする＞など10のサブカテゴ
リーのうち8つが医療系学部の学生の学びであっ
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たことから，学生は将来医療者となる自分のある
べき姿をイメージしていると考えられる．また，
≪ホスピス・緩和ケアについての理解が深まる≫
では，＜ホスピスにおける患者は我々と変わらな
い１人の人である＞，＜これまでホスピスについ
てよく知らなかったが，その意味や重要性を理解
できた＞などの学びが示され，この結果は，医療
専門職を目指す学生にとっても，教養を高めると
いう意味で，本科目を受講する意義は高いといえ
る．以上より，学生は，本科目の目標：終末期の
患者・家族を支える様々な職種について理解する，
を達成すると共に，終末期にある人々を取り巻く
医療環境の現実と課題を理解する，という目標を
達成していると考える．
２．大学の教養教育課程で死生観教育を行う意義
　2002年の中央教育審議会答申19）では，大学にお
ける教養教育の目的を「従来の縦割りの学問分野
による知識伝達型の教育や，専門教育への単なる
入門教育ではなく，専門分野の枠を超えて共通に
求められる知識や思考法などの知的な技法の獲得
や，人間としての在り方や生き方に対する深い洞
察，現実を正しく理解する力の涵養などを目指し，
学生の学ぶ意欲や目的意識を刺激することも求め
られる」としている．本研究で明らかになった学
生の学びのうち＜緩和ケアにおいては，身体的な
痛みだけでなく，精神的ケアに大きな意味がある
＞や＜若い自分は死と無縁と思っていたが死を考
えることは生を考えることにつながる＞等の学び
は医療系学部以外の学生に見られたことから，本
科目は，医療系学部以外の学生には，人間として
の在り方の洞察，緩和ケア・終末期ケアに関する
正しい知識の普及と終末期にある人々への理解の
深まりという意義があると考える．また，＜今後
医療者となる自身の役割や今後の課題について，
理解を新たにする＞や＜チーム医療の重要性を認
識する＞，＜最期は病院ではなく，自宅など患者
の望む場所で過ごすことが大切であり，それを手
助けすることの意義は大きい＞等の学びは，医療
系学部の学生に見られたことから，本科目は，医
療系の学部の学生には，今後医療者となる自身の
役割や今後の課題を明確にし，学習のモチベー
ションの向上に寄与するという意義があると考え
る．
　苅谷20）は，大学教育の質は，何よりも学び手で
ある学生側の学習の質によって測られるべきであ
り，どんな改革も学生の学習に影響を及ぼさない
かぎり，大学側の自己満足に終わる，と述べてい
る．今回，本科目を受講した学生の学びから，本
科目の目標の達成状況を考察したことにより，本
科目が教養教育として開講される意義を再確認で
きたと考える．また本科目は，人の誕生前から死
後のケアまで「いのち」の全てに関わる看護学部
が主幹であったことから，幅広い視点での講義が
計画でき，学生の学びを深めたと考える．
３．今後の課題
　大学の教養教育としての死生観教育における課
題には，目標設定，授業形態，講師の選定の3点が
考えられる．まず，大学の教養教育としての死生
観教育における目標については，単に終末期ケア
に関する理解と関心を深めるだけでなく，死の準
備教育や学生自身の生き方を見つめ直す等の目標
を含めた目標設定をすることが重要であると考え
る．次に，授業形態であるが，死生観の育成には，
対面式の講義ではなく，学習効果が長く持続する
方法，例えば参加型の教授方法が有効である21），
と言われている．今回，講義の一部にロールプレ
イや講師との討論などが取り入れられたものの，
参加型の教授方法は少なかった．本科目は，受講
生の人数が多いことから，参加型の教授方法を取
り入れるには限界があると考えられるが，今後は，
多数の受講生に対する効果的な教授方法を検討す
る必要がある．最後に，講師の選定については，
今回は日本財団の助成により各領域で活躍してい
る著明な講師を招聘することができたが，常に講
師を招聘することは困難である．今後は，日本財
団の助成で看護学研究科に新たに開設された「エ
ンド・オブ・ライフケア看護学講座」によって，
多数の学生を対象にした場合の効果的な死生観教
育の教授方法や教材開発が行われることが期待さ
れる． 
Ⅶ．お わ り に
　本研究の結果，終末期ケアに関する教養教育科
目を受講した学生の学びが明らかになり，大学の
教養教育として死生観教育を行う意義について明
確にすることができた．しかし，本研究に参加し
た学生は受講生の一部であり，結果を一般化する
ことは難しい．また対象者は，女性や医療系学部
の学生が多く，対象者に偏りがあったことも研究
の限界である．
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